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多い。

すでに改善されつつあるものもあるが、まだまだである。

（７）道具や農薬の整理

韓国の農村振興庁では農作業安全を

推進するモデル農村を全国に設置して

いる。そのような所では、農薬保管庫

や農具を整理して置くパネルなどが提

供されている。

韓国では、農薬については、殺菌剤、

殺虫剤、除草剤など種類毎に容器の色

が定められている。また、瓶などの蓋

は、子供達が不用意に開ける事が出来

ないよう、一端押してから回す等の工

夫がされている。

２．環境の改善事例

（１）用水に階段の設置

右の事故事例は、道路から畦に降

りようとして、目測を誤り脚を踏み

外し、体を大きく捻って膝の内側副

側靱帯を断裂したものである。

このような所には、用水を作ると

きに最初から階段を設置すべきであ

る。

下図は、同じ用水の延長線上の図

であるが（富山県）、左には道路から

畦に降りるための階段が設置さ

れている。ところが、右は同じ

用水の延長線上で同じような落

差があるにも関わらず階段がな

い。設計の段階から階段を取り

つける設計とすべきである。

同じ落差の用水：左には橋が架かり、右には橋が架かっていない

国から提供 農薬保管庫・農具整理板 （韓国）

農薬は蓋の色で殺虫剤・殺菌
剤・除草剤と区別されている
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（２）小段の設置

刈払機の事故で最も多く、かつ重大事故に至るのが斜面などでの不安定姿勢によるもの

である。

下の左の図は、肩掛けの刈払機で斜面の草刈中、不安定な足下ばかり注意をしていて、

立木の存在を忘れ、後方に突き出ているエンジン部分が立木にぶつかりその反動で用水に

転落、踵の骨を骨折した事例である。

事例①

その後、この受傷者の方は、不要な立木を伐採し、斜面に図のような丸太を設置し足場

を作られ、体の安定化を図っておられる。

③這い上がり、這いずり
100m先の軽トラまで

②用水の最も深い所へ転落

①
立
木
に
エ
ン
ジ
ン
部
が
当
た
り
反
動
で
転
落

男性・７６歳

40～52°の法面で草刈り中、足元ばかり気にしていて、エンジン部分が立木にぶ
つかり、その反動で、用水に転落、踵骨骨折、畦を這いずり、軽トラにたどり着く。

事故後、安全対策として丸太を設置し足場を確保。
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事例②

下図は、長野県姨捨地区での事

例である。この地区は棚田地帯で

あり、そこの区画整理の歳に信州

大学農学部の木村和弘先生らの提

案で法面に２ｍ毎に小段を設置し

た。下から1.5ｍは下から刈り、上

から0.5ｍは上から刈る設計であ

る。

このような小段が設置されてい

ると体を無理に傾け、脚を踏ん張

る必要がなく、極めて安心して草

刈りができる。

事例③

上記のように、小段を設置する

動きが全国に広がっている。図は

富山県小矢部市のＪＡいなばの取

り組みである。すでにある斜面に、

青年部が協同で小段を設置してい

る。

事例④

畦を無くする？、取り組み。下記は長崎のある地区の取り組みである。市がコンクリー

トなど資材を提供し、規模する人や

地区では、その資材を使って「畦の

コンクリート化」に取り組んでいる。

草刈り作業を根本的に無くする取り

組みである。もちろん、景観的にい

いか悪いかの賛否はあろうが、根本

的対策と言える。

共同で小段を作る（富山）

法面の長さを２ｍに設計：
小段から１．５ｍ上は、小段に足を置いて、上部０．５ｍは上から

２
ｍ

1.5ｍ

0.5ｍ

小
段

コンクリート畦

コンクリート畦

草刈り作業を無くするため、法面や畦のコンクリート化のた
め、行政が材料費を負担、施行は地元の人たちが自ら実施
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（３）カバープラントで畦を覆う

ＪＡえちご上越管内のある法人

では、畦の石抜きを行い、その後

にカバープラントを植え、作業上

も景観的にも優れた対策を取って

いる。

（４）迂回路、側道の設置

ＪＡえちご上越管内のある地区では、

区画整理時に公道に添って、側道が設

けられている。下の図の右側が公道で

幅14ｍ、人が立っている道が側道で7ｍ、

この側道をトラクター等の孝行車両が

走行する。

また、長野県の八ヶ岳地区は高原野

菜の産地である。トラクターにコンテ

ナを接続して道路を走る。後続車両が

見えるのは、大きな箱が動いていると

しか分からず、追い越しなどで大変危険をはらんでいた。そこで自分達で土地を出し合い、

公道とは別の迂回路を設置し、トラクターは原則その迂回路を走行している。

（５）急傾斜の道を、緩やかな道に改良

下の図は、鹿児島県のお茶の生産地である。以前、摘採機が園地に入る際には、図の黄

色い線の急な坂道を走行していた。そ

こで、手前の所を削り緩やかな坂道に

改良された。費用は 100 万円くらいか
かったのとのことであるが、安全には

変えられない、とのことである。

畦畔のカバープラント・芝。9月が繁殖期
畦畔の石を抜いて

芝の花
ランナーが伸びる時期

環境改善事例 昇降路をスロープに

13°

7°
3～8°

以前は20°のところも

13m

鹿児島
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３．人の取り組みの改善事例

（１）マニュアルの視覚化、分かりやすく

一般にマニュアル本は分かりにく

い。いわゆる「専門家」と言われる

人が、「わかりやすさ」より、「詳し

さ」を追求する傾向にある。

ＪＡえちご上越管内のある法人で

は、メーカーのマニュアルを用いつ

つ、必要な所に実際の写真やポイン

トの手順を示す、図解のマニュアル

本を自前で作成されている。

「誰でもが分かるようになった」

とのことである。

（２）作業前のミーティング、作業後の反省会と記録

同じく、ＪＡえちご上越管内

のある法人ではね作業前に必ず

ミーティングを実施し、組合長

から当日の作業手順、並びに危

険作業の指摘と、危険回避のた

めの要点が話され、この話に基

づき、全員で作業確認を毎回行

っている。「分かっているはず」

ではなく、「分かっていても確

認」を徹底している。

（３）全員がヘルメット着用

同じくＪＡえちご上越管内の法人では、全員がマイ・ヘルメット

作業場には全員のマイヘルメットが置かれている。営農組織の中には、作業院の人数分

のヘルメットはあります、と言うところもあるが、肝腎なのは、「マイ・ヘルメット」で

ある。一人一人の頭や顔の形が異なり、あごひもの長さも異なる。自分に合った長さに事

前にしておき、必要なときに直ぐにかぶり、ピタッと合うことが大切である。マイヘルメ

ットだと右の図のように思い思いのデコレーションを施すこともできる。

取説には自分たちで写真を貼って
分かりやすく

板倉ニューライス・毎朝15分のミーティングを必ず行う

リーダーが事前に現場を視察。当日の注意点について話し合う。
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以上、先進的な取組の一部を紹介したが、全国には多くの先進事例があり、これらを集

約する努力が必要と考えられる。




